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▶福智山に取材で登りま
した。「運動不足の体で
大丈夫だろうか？」と心配
していましたが、途中出
会う人々と交わすあいさ
つで、すがすがしい気分
になりました▶おかげで
足取りも軽く、山頂まで
無事到着。天気にも恵ま
れ、最高の景色を撮ること
ができました。そして、そ
れを早く編集したい一心
で、疲れも忘れて下山も
スイスイあっという間に▶
しかし、無理がたたった
のか、翌日からの祭りの取
材では、かなり激しい筋
肉痛が全身を襲い、すご
くぎこちない様で走り回る
羽目に。気合いで乗り切ろ
うと思っていましたが、や
はり体は正直だと思った今
日このごろです。（昌太郎）

金田町制が50周年を迎えた
昭和41年の上金田地区山笠
と子ども山笠。上金田中央
踏切前で撮影されました。
上金田山笠は今もこの場所
で集合写真を撮っています。

撮影者●かなめ写真館
撮影日●昭和41年10月21日  

上金田山笠

昔の写真を探しています！
問企画課広報・広聴係
　☎22-7766

上金田上金田山山笠

福智町住宅用火災警報器設置要綱
ご存じですか？

消防法の改正により、新築住宅については平成18年６月１日から設置が義務付けら
れた火災警報器。既存住宅についても田川地区消防組合火災予防条例によって、取
り付けが義務化されました。空気が乾燥して火災に要注意の季節です。皆さんの生
命と財産を守るためにも、まだ設置していない家庭ではぜひ早めに取り付けましょう。

●申請・問い合わせ先　問役場総務課 庶務係 ☎２２ー０５５５

以上の条件に当てはまる世帯の人は役場総務課庶務係まで申請してく
ださい。該当世帯に対して町から火災警報器１個が支給されます。
なお、わからないことがありましたら、下記までお問い合わせください。

次の条件に該当する世帯に対して火災警報器１個が町の予算の範囲内で
無料支給されます。次の図で、条件に当てはまるかを確認してみましょう。

福智町在住で

●平成20年度住民税非課税の世帯
●警報器設置申請時点で公共料金
等を完納している世帯

●自己所有家屋である世帯
●警報器を設置していない世帯
●生活保護を受けていない世帯

❶から❹のいずれかに当てはまり、
以下のすべての条件を満たす世帯

身体障害２級以上
のみの世帯

65歳以上
のみの世帯

母子・父子などの
ひとり親家庭

❶と❷の人が
混在している世帯

❶ ❷ ❸ ❹

設置しましたか？ 火災警報器


